
43 

 

 

 

結婚に対する負担感  未婚 既婚 

男性 女性 男性 女性 

非常に感じるときがある 

どちらかといえば感じる 

どちらかといえば感じない 

まったく感じない 

どちらともいえない 

11.1％ 

42.6％ 

24.6％ 

 7.5％ 

14.1％ 

 3.6％ 

52.9％ 

22.2％ 

 9.5％ 

11.8％ 

 2.6％ 

30.7％ 

31.7％ 

26.9％ 

 8.1％ 

 9.6％ 

40.5％ 

22.7％ 

15.5％ 

11.7％ 

未婚者の結婚に 

対する意識（18～49歳） 
 

いずれ結婚するつもり 一生結婚するつもりはない 

18～29歳 30～39歳 40～49歳 18～29歳 30～39歳 40～49歳 

全体 88.8％ 62.2％ 66.7％ 9.7％ 33.7％ 31.7％ 

男性 85.3％ 69.6％ 69.8％ 11.8％ 26.8％ 27.9％ 

女性 92.4％ 52.4％ 60.0％ 7.6％ 42.9％ 40.0％ 

「子育て」の意向 

山形県で子育てをしたい

か？ 

是非、山形県で子育てをしたい  １７．８％ 

山形県で子育てをしたい     ４２．８％  ９４．２％ 

山形県で子育てをしてもよい   ３３．６％ 

できれば山形県外で子育てをしたい ４．９％ 

山形県で子育てをしたい

主な理由トップ３ 

山、川、海などの自然環境に恵まれているから ８１．５％ 

親と同居したり近くに住んだりできるから   ４６．９％ 

適当な広さの住まいを確保しやすいから    ４０．９％ 

育児による疲労感やスト

レス 

 共働き世帯 片方のみ働いている世帯 

強く感じている 

感じている 

やや感じている 

特に感じていない 

７．４％ 

２６．７％ 

３６．６％ 

２７．４％ 

１２．２％ 

２７．０％ 

４１．９％ 

１４．９％ 

父親が子育てに参加する

ようになる方法 

父親は忙しいのが当たり前で仕方がない              ４．９％ 

父親が自覚し積極的に参加するように努めるべき         ４４．９％ 

父親が子育てに参加できるよう行政や企業がもっと支援すべき   ２７．６％ 

学校や地域で父親の子育てへの参加を促すような機会を充実させる １０．２％ 

個々の問題だから家庭に任せればよい               ８．２％ 

必要な子育て支援は？ 

トップ４ 

１．保育料・教育費など経済的負担の軽減           夫：５１．０％ 妻：４６．２％ 

２．扶養手当・児童手当などの拡充              夫：４５．３％ 妻：３３．１％ 

３．子育てに理解ある職場づくり                       夫：２５．２％ 妻：３１．９％ 

４．延長保育、乳児保育、病児・病後児など            夫：２０．５％ 妻：２５．４％ 

多様な保育の充実                    

必要な子育てに関する 

費用の軽減は？ 

トップ４ 

１．毎月の養育費に対する助成                 夫：４０．６％ 妻：４４．８％ 

２．保育費用（保育所や幼稚園への預け入れなど）に対する助成  夫：３２．９％ 妻：３９．８％ 

３．子どもの医療費に対する助成                夫：２２．４％ 妻：２９．８％      

４．出産や入学時における一時金の支給             夫：１９．１％ 妻：３０．４％ 

未婚、既婚、離婚・死別

の別での幸福実感 

（男女計） 

男

女

計 

未婚：５．８９ 

既婚：７．０６ 

離婚・死別：６．４５ 

男

性 

未婚：５．５６ 

既婚：６．９３ 

離婚・死別：６．１０ 

女

性 

未婚：６．３５ 

既婚：７．１９ 

離婚・死別：６．５７ 

資料：山形県「山形県の少子化の要因・背景に関する調査」「『家庭・家族に関する意識調査』報告書」 

      「保育サービスについてのニーズ調査」「平成１５年度新世紀やまがた課題調査」「やまがた子育て環境課題調査」 

      「平成 25年度 県政アンケート調査」「平成 27年度 県政アンケート調査」「平成 30年度 県政アンケート調査」 
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（１）「結婚」に対する意識（図３－１～３） 

   平成 17年に行われた「家庭・家族に関する意識調査」によると、男女ともに未婚者の「どちらかと

いえば感じる」の割合が最も高いことが分かった。 

 

■ 図３－１ 結婚に対する負担感  

        【男性】                      【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）山形県『「家庭・家族に関する意識調査」報告書』（平成 17年 2月） 

 

■ 図３－２  未婚者の結婚に対する意識 

   平成 30 年に実施された県政アンケートによると、18 歳～49 歳未婚者の約７割は「いずれ結婚する

つもり」と考えていることがわかった。 

   また、未婚者が結婚しない理由としては、「適当な相手にまだめぐり会えないから」の割合が最も多

く、次いで「独身の自由さや気楽さを失いたくないから」の割合が多かった。 

 
 

                           資料：「県政アンケート調査」（平成 30年 1月） 

 

  

61.3% 

62.5% 

59.1% 

88.8% 

62.2% 

66.7% 

85.3% 

69.6% 

69.8% 

92.4% 

52.4% 

60.0% 

30.2% 

29.3% 

31.7% 

9.7% 

33.7% 

31.7% 

11.8% 

26.8% 

27.9% 
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0.0% 

4.8% 

0.0% 
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40～49歳 
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30～39歳 

40～49歳 
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30～39歳 
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いずれ結婚するつもり 結婚するつもりはない 無回答 
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性
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齢
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■ 図３－３ 未婚者が結婚しない理由（18～49歳） 

 

 

資料：「県政アンケート調査」（平成 30年 1月） 

 

（２）「子育て」の意向（表３－１～３ 図３－４） 

平成 11年に行った少子化の要因・背景に関する調査及び保育サービスについてのニーズ調査による

と、山形県で子育てをしたいと考えている県民（「是非、山形県で子育てをしたい」＋「山形県で子育

てをしたい」＋「山形県で子育てをしてもよい」）は約９割と多く、その理由は、「自然環境の良さ」、

「親との同居・隣居」、「適当な住まいの確保しやすさ」となっている。その一方で、育児による疲労

感やストレスを感じる親が約７割おり、特に片方のみ働いている世帯でその傾向が強いようである。 

また、平成 15年度新世紀やまがた課題調査によると、「育てる」ということの重要性については、「子

どもが健康なこと」がトップで、11 年度と比較すると「安心して子どもを産めること」、「子どもに合

った教育が受けられること」及び「子育ての相談できる相手がいること」などが増加している。 

 

■ 表３－１ 山形県で子育てをすることに対する意向  

 

問：山形県の自然、文化などの環境全般を考えて、あなたは山形県で子育てをしたいと思いますか。 

是非、山形県で子

育てをしたい 

山形県で子育てを

したい 

山形県で子育てを

してもよい 

できれば山形県外

で子育てをしたい 
無回答 合計 

54 130 102 15 3 304 

17.8% 42.8% 33.6% 4.9% 1.0% 100.0% 

資料：山形県「山形県の少子化の要因・背景に関する調査」（平成 11年 10月） 

 

 

 

 

 

  

5.4  

14.3  

8.5  

22.0  

29.7  

47.1  

20.8  

18.5  

3.5  

0.0  

9.3  

1.5  

18.9  

15.2  

26.8  

17.1  

20.7  

29.9  

50.6  

17.7  

14.6  

2.4  

3.7  

12.8  

2.4  

13.4  

0 20 40 60

結婚するにはまだ若すぎる 

結婚する必要性をまだ感じない 

今は、仕事(学業)に打ち込みたい 

今は、趣味や娯楽を楽しみたい 

独身の自由や気楽さを失いたくない 

適当な相手にまだめぐり会わない 

異性とうまくつき合えない 

結婚資金が足りない 

結婚生活のための住居の目途がたたない 

親や周囲が同意しない（だろう） 

その他 

すでに結婚が決まっている 

無回答 

男性 割合 女性 割合 

％ 
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■ 表３－２ 山形県で子育てをしたい主な理由  

問：（「是非、山形県で子育てをしたい」「山形県で子育てをしたい」「山形県で子育てをしてもよい」と答えた人に…）あ

なたがそのように考えるのはなぜですか。あなたの考え方に近いものを３つ以内で選び、○をつけてください。 

山、川、海

などの自

然環境に

恵まれて

いるから 

祭りなど

の行事が

盛んで季

節感があ

るなど、地

域文化に

恵まれて

いるから 

適当な広

さの住ま

いを確保

しやすい

から 

親と同居

したり近く

に住んだ

りできるか

ら 

近所の

人々との

ふれあい

があり、互

いに助け

合うなど

あたたか

い地域だ

から 

保育サー

ビスを利

用しやす

いなど、

子どもの

保育環境

に恵まれ

ているか

ら 

共働きで

子どもを

育てること

が自然に

受け止め

られる環

境だから 

その他 無回答 全体 

233 54 117 134 76 7 28 16 2 286 

81.5% 18.9% 40.9% 46.9% 26.6% 2.4% 9.8% 5.6% 0.7% 100.0% 

資料：山形県「山形県の少子化の要因・背景に関する調査」（平成 11年 10月） 

■ 表３－３ 育児による疲労感やストレス  

問：あなたは、育児による疲労感やストレスをどの程度感じていますか。最も近いものを１つ選び、○をつけてください。 

  強く感じている 感じている やや感じている 特に感じていない 無回答 

全体（N=381） 8.1% 25.2% 38.8% 25.7% 2.1% 

共働き世帯（N=270） 7.4% 26.7% 36.6% 27.4% 1.9% 

      

片方のみ働いている世帯（N=74） 12.2% 27.0% 41.9% 14.9% 4.1% 

資料：山形県「保育サービスについてのニーズ調査」（平成 11年 10月） 

 

■ 図３－４ 「育てる」ということの重要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：山形県「平成１５年度新世紀やまがた課題調査」 

＞
 ＞

 

26.4  

26.1  

62.4  

39.6  

19.5  

4.4  

11.9  

28.9  

4.5  

28.1  

0.8  

9.7  

22.0  

30.1  

60.8  

34.9  

17.5  

4.1  

15.5  

31.6  

5.1  

0.1  

15.2  

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

安心して子どもを産めること 

学校でいじめがないこと 

子どもが健康なこと 

子どもにあった教育が受けられること 

子育ての相談できる相手がいること 

子どもが上級学校へ進学すること 

利用しやすいときに保育所がすぐに利用でき

ること 

保育・教育にお金が掛かりすぎないこと 

夜間や休日に子どもを預けられること 

治安がよいこと 

その他 

特にない・わからない 

今回（H15） 

前回（H11） 

※「治安がよいこと」は、前

回選択肢なし 

  【問】「育てる」ということについて、あなたは何が重要ですか（○は３つまで） 
％ 
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（３）父親の子育て（図３－５） 

父親の子育てについては、自覚すべきという回答がおよそ半数であった。その他、行政や企業の支

援を求める声も３割弱ある。 

■ 図３－５ 父親が子育てに参加するようになる方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：山形県「平成１５年度新世紀やまがた課題調査」 

（４）地域における子育て支援（図３－６） 

地域における子育てに協力したい人は８割を超えている。 

   ■ 図３－６ 「子どもを地域で育てよう」という言葉について 

問：「子どもは地域で育てよう」という言葉がありますが、あなたはどう思いますか。（○は１つ） 

資料：山形県「平成１５年度新世紀やまがた課題調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.0% 52.5% 

4.5% 

1.7% 

9.3% 

積極的に協力していきたい 機会があれば協力したい 

協力したくても協力できない 

地域の協力はあまり 

必要ではない 

わからない 

【問】日本は他の国に比べると、「父親」が子どもに関わる時間が少ないという調査結果が出ています。 

父親が子育てに参加するには、どうすればよいと思いますか。（○は１つ） 

4.9% 

44.9% 27.6% 

10.2% 8.2% 

父親は忙しいのが 

当たり前で仕方がない 

父親が自覚し積極的に 

参加するように努めるべき 

父親が子育てに参加できるよう行

政や企業がもっと支援すべき 

学校や地域で父親の子育てへの 

参加を促すような機会を充実させる 

個々の問題だから家庭に任せればよい 

その他 

わからない 
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（５）必要な子育て支援とは･･･（図３－７） 

子育てに際して重要だと思う支援については、「保育料・教育費など経済的負担の軽減」、「扶養手当、

児童手当などの拡充」、「子育てに理解ある職場づくり」が上げられている。 

 

■ 図３－７ 子育てに際して重要だと思う支援 

資料：「県政アンケート調査」 （平成 30年 1月） 

 

（６）必要な経済的支援について（図３－８） 

必要な経済的支援については、「学校教育費」及び「医療費」の割合が最も高かった。 

■ 図３－８ 必要な経済的支援について 

問：子育てに関する費用の軽減では何が必要だと思いますか。（○は２つ） 

 
                            資料：「県政アンケート調査」（平成 25年 11月） 
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45.3 

51.0 

20.5 

7.2 

5.8 

3.3 

3.8 

16.4 

25.2 

10.1 

1.1 

15.6 

11.1 

2.2 

1.9 

15.2 

33.1 

46.2 

25.4 

11.2 

11.6 

3.8 

4.3 

17.8 

31.9 

12.3 

1.7 

10.8 

12.1 

1.8 

1.7 

15.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

扶養手当、児童手当などの拡充 

保育料・教育費など経済的負担の軽減 

延長保育、乳児保育、病児・病後児保育など多様な… 

職場内の保育施設の充実 

親の急病などの際の臨時的な保育サービスの普及 

地域の交流の充実（高齢者や異年齢児との交流） 

親同士の交流や仲間づくりの場や機会の提供 

出産休暇や育児休業制度の普及 

子育てに理解のある職場づくり 

子育て後の再就職等の支援 

育児相談の実施や育児講座の開催 

経済的基盤が脆弱な家庭の支援 

安心・安全な地域づくり 

その他 

わからない 

無回答 
男性 女性 

  【問】子どもを育てやすい環境づくりをするには、どのような取組みが必要だと思いますか。
％ 
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（７）持つつもりの子ども数と理想の子ども数（図３－９～１１） 

   持つつもりの子どもの数は、「２人」が 39.6％で最も割合が高く、次いで「３人」が 20.1％であっ

た。持つつもりの子どもの数と理想とする子どもの数の関係では、「同じ」が 43.6％で最も割合が高く、

次いで「理想より少ない」が 42.9％。持つつもりの子ども数が理想の子ども数を下回る理由としては、

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」の割合が最も高く、次いで「高齢で産むのは嫌だから」

の割合が高いという結果となった。 

 

■ 図３－９  理想とする子どもの数と持つつもりの子どもの数の平均 

 

資料：「県政アンケート調査」（平成 30年 1月） 

 

■ 図３－１０ 理想とする子どもの数と持つつもりの子どもの数の関係 

 

資料：「県政アンケート調査」（平成 30年 1月） 

 

■ 図３－１１ 持つつもりの子ども数が理想の子ども数を下回る理由 
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資料：「県政アンケート調査」（平成 30年 1月） 
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（８）結婚や子育てに関する県民の幸福実感（図３－１２、１３） 

   平成 26年に実施した県政アンケートによると、未婚者に比べ既婚者の幸福実感が高い傾向があるこ

とが分かった。 

   また、子どもがいる人の方が幸福実感が高く、さらに、子どもの数が多いほど幸福実感が高くなる

傾向があることが分かった。 

 

【問】日々の暮らしの中でどの程度幸せを感じていますか。「とても幸せ」を 10点、「とても不幸」を 0点

とすると、何点くらいになると思いますか。 

 

■ 図３－１２ 未婚、既婚、離婚・死別の別での幸福実感（平均点） 

 

 

 

 

 

■ 図３－１３ 子どもの数と幸福実感（平均点） 

 

 

 

 

資料：「県政アンケート調査」（平成 26年 12月） 
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資料：「県政アンケート調査」（平成 27年 11月） 
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